
温
故
知
新

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　
﹃
近
江
日
野
の
歴
史
﹄
第
四
巻
「
近
現

代
編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
近
現
代
の

日
野
の
姿
を
様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
明

治
・
大
正
時
代
の
経
済
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

初
期
金
融
機
関
と
正
野
家

　

日
野
で
最
初
に
金
融
機
関
設
立
の
動

き
が
起
こ
る
の
は
、
明
治
二
（
一
八
六

九
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
明
治
新
政
府

の
産
業
振
興
政
策
と
し
て
全
国
に
勧か
ん

業ぎ
ょ
う・
通つ
う

商し
ょ
う

会
社
（
現
在
の
銀
行
に
類
似

し
た
機
関
）
の
設
立
が
促
さ
れ
、
有
力

商
人
の
多
い
日
野
に
お
い
て
も
日
野
商

社
の
設
立
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。
正
し
ょ
う

野の

玄げ
ん

三ぞ
う

家
の
当
主
猪い

五ご

郎ろ
う

は
そ
の
統
轄
役
と

な
り
、
新
政
府
・
旧
領
主
・
町
民
三
者

の
調
整
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　

猪
五
郎
は
同
時
期
に
大
津
県
（
明
治

五
年
滋
賀
県
と
改
称
）
の
官か
ん

吏り

も
務
め

た
よ
う
で
、
県
が
設
立
し
た
勧
業
社
の

運
営
に
も
深
く
携
わ
り
ま
し
た
。
猪
五

郎
は
周
辺
村
々
か
ら
勧
業
社
へ
の
加
入

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第

一
巻
「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近

世
編
」、
第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」、
第

六
巻
「
民
俗
編
」、第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、第
八
巻
「
史
料
編
」

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
一
冊

四
千
円
で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

者
と
預
金
を
募
り
、
手
形
と
通
帳
を
発

行
し
て
出
し
入
れ
と
利
子
の
管
理
を
行

い
ま
し
た
。
前
述
の
日
野
商
社
は
勧
業

社
の
出
張
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

集
め
た
資
金
を
運
用
し
、
そ
の
利
益

を
窮
き
ゅ
う

民み
ん

授じ
ゅ

産さ
ん

に
充
て
る
こ
と
が
勧
業
社

の
目
的
で
し
た
が
、
成
果
を
収
め
る
前

に
終
焉
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
融

機
関
の
運
営
は
、
新
政
府
の
基
盤
が
整

わ
な
い
中
、
手
探
り
で
行
わ
れ
た
た
め
、

国
立
銀
行
が
制
度
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、

淘と
う

汰た

・
吸
収
さ
れ
て
消
滅
し
ま
す
。
正

野
家
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期

に
お
い
て
、
金
融
機
関
設
立
の
ほ
か
、

学
校
・
衛
生
・
行
政
組
織
等
の
立
ち
上

げ
に
も
中
核
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

繊
維
会
社
と
日
野
銀
行

　

全
国
的
に
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
の
経
済
は
繊
維
産
業
を
中
心
に
発

展
し
ま
し
た
。
各
地
域
に
は
繊
維
関
連

の
企
業
が
勃ぼ
っ

興こ
う

し
、
日
野
に
も
繊
維
会

社
が
設
立
し
ま
す
。

　

日
野
綿め
ん

布ぷ

製せ
い

織し
ょ
く

会
社
は
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
に
は
正
野
玄
三
家
が
関
わ
り
、
大

阪
支
店
に
木も

綿め
ん

部
門
を
設
立
す
る
程
の

力
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。
そ
の
一
年
後

の
明
治
二
十
三
年
に
は
日
野
製
糸
会
社

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
著
名
な
養よ
う

蚕さ
ん

製
糸

技
術
者
の
招
し
ょ
う

聘へ
い

、
機
械
の
増
置
、
工
場

の
拡
張
な
ど
、
明
治
三
十
年
代
前
半
ま

で
は
順
調
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
設
立
の
動
き
に
呼
応

し
、
明
治
二
十
九
年
に
日
野
銀
行
が
設

立
さ
れ
ま
す
。
そ
の
設
立
目
的
は
、
日

野
商
人
の
本
拠
地
に
自
前
の
金
融
機
関

を
持
ち
融
資
と
流
通
を
円
滑
に
す
る
こ

と
で
、
発
起
人
の
大
半
が
山や
ま

中な
か

安や
す

太た

郎ろ
う

（
山
中
兵ひ
ょ
う右
衞え

門も
ん

家
）
を
始
め
と
す
る
日

野
商
人
で
し
た
。
日
野
銀
行
は
両
繊
維

会
社
等
の
地
元
企
業
へ
の
融
資
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
明
治

三
十
三
年
か
ら
の
恐
慌
で
生
じ
た
不
良

債
権
を
処
理
し
き
れ
ず
、
両
繊
維
会
社

の
倒
産
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
明
治
三

十
九
年
に
解
散
し
ま
す
。
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大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、

西
大
路
村
に
は
音
羽
製
織
所
と
朝
陽
製

糸
会
社
と
い
う
繊
維
会
社
の
存
在
も
確

認
さ
れ
ま
す
。
こ
の
二
社
は
地
元
の
養

蚕
農
家
と
結
び
つ
き
、
養
蚕
↓
製
糸
↓

製
織
の
全
工
程
を
地
元
で
賄
い
、
西
大

路
地
域
の
経
済
振
興
を
目
指
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

様
々
な
会
社
の
設
立

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
明
治
中
期
以
降
に

は
日
野
を
本
拠
と
す
る
様
々
な
会
社
が

設
立
さ
れ
ま
す
。
日
野
駅
前
に
倉
庫
を

構
え
た
日
野
運
輸
会
社
、
市
場
会
社
の

日
野
三
光
社
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年

に
、
日
野
の
売
薬
業
者
が
結
束
し
て
設

立
さ
れ
た
江
州
日
野
製
剤
会
社
な
ど
は

そ
の
一
例
で
す
。

▲大正期の日野運輸会社
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